
～瀬戸内海における洋上里海教育のための共同利用拠点～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◎ 最新鋭中型練習船（平成１８年１１月竣工） 
 ・ ２５６国内総トン，教員・学生定員２０名  

※航行資格の変更により５０名乗船可能（６時間未満） 

 ・ 船員 １２名（うち、海事職教員２名） 
 ・ 最新鋭の資源調査・海洋観測機器を搭載 
 ・ 中型船ゆえに瀬戸内海島嶼部の各港へ接岸可能 

・ 航海予定日数１５２日（ドックを除く） 
※航海日数は、要望に応じて１９０日程度までの延長は可能 

 
【洋上教育の特徴】 
豊潮丸をプラットフォームとした、里海「瀬戸内海」及びその接続海域での洋上里海教育の実施
 
 
（教育効果） 

◎ 人間と海との持続的共存に関するケーススタディの実施 
◎ 里海の問題を解決できる意識をもった人材の育成 

 

 
・ 船長、学部教員２名、支援室長、 

・ 豊潮丸の運航全般に係る管理運営

の基本方針、人事、予算、決算、運

航計画等を審議 

生物生産学部 
教授会 

 第二期 
中期目標 
中期計画 

 
 

 
・ 学内委員３名、学外委員３名 

・ 豊潮丸の共同利用に係る公募、 

選考、運航計画等を審議 

練習船豊潮丸 
共同利用運営協議会

 

◆ 豊潮丸の利用を希望する全ての大学等への提供 
（専門分野を問わない） 

 ◎ 単独航海（現在応募のあったもの。今後，追加の余地あり） 
・ 高知大学、福山大学 
・ 香川大学（平成 25 年度～） 

◎ 混乗航海 
・ 中四国大学連携（鳥取大学、岡山大学、愛媛大学、県立広島大学など８大学）
・ 教育ネットワーク中国（広島経済大学、広島修道大学など２２大学・高専） 
・ 特定大学利用航海（香川大学） 
・ 公開実習航海Ａ（課題提供型） 

     島嶼部の文化・歴史・ツーリズム実習など８航海 
・ 公開実習航海Ｂ（課題募集型） 

     ７航海を公開 
   ・ 社会貢献航海、その他の提供 

共同利用申込み（豊潮丸ＨＰ，公募要領での案内） 

運航 
計画 

学部教育改革推
進委員会 

広島大学生物生産学部附属練習船豊潮丸 

里海が直面する様々
な問題の認識 

◎里海における生物生産過程の理解 
◎里海の恵みの利用に関する理解 

練習船豊潮丸運営委員会 


